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「海のゆりかごブルーカーボンプロジェクトｉｎセンザキ協議会」が創出した

Ｊブルークレジット購入申込者の公募結果について 

～８者の企業様にご購入いただきました～ 

仙崎湾周辺で藻場の保全活動を行っている「海のゆりかごブルーカーボンプロジェクト

inセンザキ協議会」が活動を通じて創出した CO2吸収量（クレジット）を、８者の企業様

にご購入いただきました！ 

７月９日（火）の協議会総会にて、クレジット収入は藻場の保全活動や子供たちの環境

教育に利用することが決定し、利用させて頂くことになりました。 

記 

１ プロジェクト名：「海のゆりかごブルーカーボンプロジェクト inセンザキ」 

２ Ｊブルークレジット発行量：１２．６ｔ-ＣＯ２ 

３ Ｊブルークレジット購入の公募 

公募方式：総量分配方式（口数型）1口当たり 99,000円（消費税込み） 

公募期間：令和６年２月２７日～令和６年４月１７日 

４ Ｊブルークレジット購入企業（順不同・敬称略） 

  共立地下工業株式会社、岡部株式会社、中電技術コンサルタント株式会社山口支社 

  株式会社タマエンジニアリング、株式会社田中技研コンサルタント 

  株式会社日本港湾コンサルタント九州支店、国際航業株式会社 

  トキワコンサルタント株式会社 

５ その他 

（１）プロジェクトの概要や活動の様子は【別添資料】をご参照下さい。 

（２）Jブルークレジットの詳細については、JBEホームページをご参照下さい。 

・トップページ： https://www.blueeconomy.jp/ 

・公募結果： https://www.blueeconomy.jp/archives/20240517/ 

６ 問合せ先 

●海のゆりかごブルーカーボンプロジェクト inセンザキ協議会 

事務局 長門市経済産業部農林水産課（TEL 0837-23-1145 FAX 0837-22-8458） 

 



『ブルーカーボンや藻場とは？』
～藻場が二酸化炭素を吸収する重要な存在～

２０２４年２月２７日『Ｊブルークレジット認証・発行』
～ジャパンブルーエコノミー技術研究組合のホームページで公表～

仙崎湾の藻場を復活させるため『保全活動団体を設立』
～海のゆりかごブルーカーボンプロジェクトｉｎセンザキ～

『令和4年9月 藻場保全活動団体の設立』

仙崎湾の地元長門市が中心となって、漁業協同組合の4支店
（仙崎支店、野波瀬支店、小島支店、通支店）と県による藻場保
全活動団体【海のゆりかごブルーカーボンプロジェクトｉｎセン
ザキ】協議会を設立しました。

【
】だより

『ガンガゼなどのウニにより仙崎湾は磯焼け』

ウニやサザエや海藻などの好漁場であった仙崎湾では、地球温
暖化の影響によりウニが爆発的に増えて「磯焼け（海藻がなくな
ること）」が発生しています。

『藻場保全活動の開始』

仙崎湾の藻場を復活させるため、「ウニ類の除去」「母藻の設
置・移植」「海底清掃」に着手しています。

『磯焼けが発生すると？』

藻場は「うみのゆりかご」といわれ、魚や貝類等の水生生物の
産卵場や幼稚魚の住み家として重要ですが、藻場がなくなると水
生生物が住むことができなくなります。

また、藻場は「ブルーカーボン」といわれ、海水中の二酸化炭
素を吸収する働きがあり、藻場がなくなると地球の二酸化炭素は
減りません。

『ブルーカーボンとは？』

海洋生態系に取り込まれた炭素は国連環境計画の報告書におい
て「ブルーカーボン」と命名されました。

海洋生態系には「藻場」「干潟」「マングローブ」があります。

『藻場とは？』

海草（うみくさ）や海藻（うみも）が濃密で群生している場所
を「藻場」といいます。

『藻場が二酸化炭素を吸収するメカニズムは？』

海中の二酸化炭素は、浅海に生息する海草や海藻が光合成を行
うことにより、体内に吸収されます。

また、枯れたりした海藻は、海底に堆積して固定されます。

２０２４年１月３１日『Ｊブルークレジット認証申請』を実施
～カーボンニュートラルへの貢献と併せて地域の水産振興を目指します～

枯死・脱落し海岸へ漂着 磯焼けの磯

プロジェクト協議会

ウニ類の除去（潜水）

ウニ類の除去（船上） 母藻の設置

仙崎グループ 通グループ 小島グループ

野波瀬グループ

発行／海のゆりかごブルーカーボンプロジェクトｉｎセンザキ協議会
〒7459-4192 山口県長門市東深川1339番地2
事務局：長門市経済観光部農林水産課
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０１Ｖｏｌ．

２０２４．２．２７

2024年2月27日、ジャパンブルーエコノミー技術研究組合
（JBE）のホームページで、『海のゆりかごブルーカーボンプ
ロジェクトｉｎセンザキ』の申請が「JブルークレジットⓇ」に
認証・発行されました。

認証クレジット量は、１２．６［ｔ-CO2］

公募方式は「総量分配方式（口数型）」で、

購入申込１口あたりの金額は、税込９９，０００円

に設定されました。

今後は、この活動の認知度を高めるため、センザキッチン

などの市内の集客施設を活用した広報活動等の様々な対応を

協議会で進めていきます。



『令和５年度第４回Ｊブルークレジット購入申込者公募』実施中
～ジャパンブルーエコノミー技術研究組合のホームページで公表～

認証申請に添付したした『環境保全学習会』について
～２０２３年５月１２日 長門市立通小学校で実施～

２０２４年３月１９日『Jブルークレジット発行証書交付式』
～発行証書交付式後に堀協議会会長がＰＲを実施～

『学習会資料の抜粋』

【
】だより

『長門市記者発表』

3月18日、「海のゆりかごブルーカーボンプ
ロジェクトinセンザキ」の認知度向上に向け、
JブルークレジットⓇ証書交付式開催を記者発表
しました。

『公募期間』

購入申込意向表明期間：２月２７日（水）～４月１７日（水）１７時まで

購入申込期間：３月６日（水）～４月２４日（水）17時まで

『大まかな購入の流れ』

①購入申込意向表明（4月17日まで） ②購入申込（4月24日まで）

③購入者・譲渡数量・譲渡金額の決定（総購入口数により決定）

④購入代金の支払い

認証申請した『藻場保全活動』について
～仙崎湾内の仙崎支店・小島支店・野波瀬支店・通支店の漁業者が実施～
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０２Ｖｏｌ．

２０２４．３．２７

『概要』

仙崎湾周辺の小中学校の児童・生徒を対象に、

環境保全の重要性と水産業担い手確保を目指します。

具体的には、下記の説明を行っています。

・仙崎湾の現状と保全活動内容

・カーボンニュートラルや藻場の重要性

・水産業に対する理解

『公募状況』 公募対象クレジット数：１２．６［ｔ-CO2］

購入方式：総量分配方式（口数型）

1口あたり金額：税込９９，０００円

仙崎支店

小島支店 野波瀬支店

通支店

『藻場保全活動状況』

仙崎湾の5箇所において、３５．９ｈａの藻場を保全しました。

１年間（２０２３年１０月～２０２４年９月）、２１名の漁業者が４７回の活動を実施し、
９．５ｈａ（約２６％）の藻場を回復できました。吸収CO2（申請）は２０．４［ｔ-CO2］

※３５．９ｈａ全体に藻場が広がるよう活動を強化していきます！

藻
場
の
状
況

お仕事PRお魚クイズお魚の流通藻場の働き

長門市立通小学校児童１０名

全体写真撮影

発行証書交付

PR（プレゼン）

『Jブルークレジット証書交付式』

3月19日の午前、JブルークレジットⓇ証書
交付式の開催が開催され、認証27団体全体の
写真撮影後、協議会会長（長門市経済観光部
長：堀 俊洋）にJBE理事長（桑江 朝比呂）
から発行証書が交付されました。

クレジット発行量：１２．６ｔ－ＣＯ２

『Jブルークレジット活動意見交換会』

3月19日の午後、活動意見交換会の中で当協
議会のPR（プレゼン）を協議会会長（長門市
経済観光部長：堀 俊洋）が行い、長門市仙崎
地域の特徴、藻場保全活動の状況を説明し、

活動の継続や広報を進め、カーボン
ニュートラルへの貢献と併せて水産業の
振興を図る

とプレゼンを締めくくりました。


